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プロフイール 

 

「ぺたぼーど®」による情報共有について 

「電子地図を用いた環境情報の共有に関する試行からみえてきたこと」 
 
NPO 法人 八千代オイコス 寒川 裕氏 

 

 
 

 

 

 

 

  寒川 裕（そうかわ ひろむ)氏の経歴 

 

「NPO 法人八千代オイコス」所属。 

ここ数年、食育や思春期保健を主軸に自治体等関係機関と連携し、地域保健分野でまちづくり

活動を推進中。 

現在、八千代市健康まちづくりプラン推進評価委員、千葉県食育推進県民協議会委員。 

 

共著に『コミュニティ』（日本経済評論社）。㈱NTT データ システム科学研究所に在職。 
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荒尾 

－ それでは、最後の報告となりますが NTT デ

ータ様からの「ぺだぼーど」による市民情報収

集システムに関する報告があります。 

 電子地図を使うことによって、いろいろと見

えてきたことも多いということです。及川さま、

よろしくお願い申し上げます 

 

 

寒川 裕(そうかわひろむ) 
 NPO 法人八千代オイコスの寒川と申します 

 私どもは電子地図を利用した環境情報に携

わってきています。本当は WEBGIS として書き

たかったのですが、これは実は何年か前の取り

組の製品でありまして、機能もいろいろと制限

されていますので、一応電子地図という名称で

ご紹介させていただきます。 

 先ほど田中先生から「ぺたぼーど」の紹介が

ありましたので、今回私どものご紹介も「ぺた

ぼーど」を使っております。が製品になる前の

段階のもの、プロトタイプのものを使っており

まして、 
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 先ほど付箋紙を張る様な感覚で「ぺたぼー

ど」を使うという話がありましたが、実は当初

インターネット付箋紙という名前を付けてい

ました。 

 そのような名前が付いていましたが、今と異

なり大分違いがありますのが通信環境です。 

その時点ではダイアルアップを使っていた

だきました方々が中心で IDSL？というところ

でございます。というわけで ADSL？とか光通信

といったことはもう少ししやってみたいなと

いうところがありました、そういった制限はあ

りましけれども、ご承知を前提に、今回ご紹介

をさせていただきます。 

 本日の発表は、思想の内容と、どういう風な

考え方があったのかの紹介と、エピローグや発

信の内容等に関してご紹介をさせていただき

ます。 

 八千代オイコスは八千代市内にありまして、

NPO 法人です。 

様々の環境機関と連携を図って、環境保全と

か対策のための調査を行って環境の維持管理

に努めるという目的です 

主な活動業務は近隣河川の清掃、これは河川

の内側の清掃で景観を良くする、あるいは地元

の小学生の生徒を対象にした環境学習会を各

地で主催しております 

 またオイコスのできる前から 10 数年ほど前

からホタルの調査や生態観測、定点観測などを

行っています。併せて環境審議委員として、委

託を受けて市制への参画もしているというこ

とでございます。 

 「ぺたぼーど」の実験の内容と、実験の狙い

は、八千代市の環境に関しての、よくも悪くも

八千代市の環境に係る情報を市民へ提供すれ

ば、市民の環境に対しての関心が高まるのでは

ないかとの、環境の維持や環境改善への取り組

みに良いのではないかと考えられたからです。

その時に行われました実験では行政や、八千代

オイコスがもっている情報や技術を使って市

民に伝える、分かりやすく伝える仕組みをオイ

コスは持っていましたので、市民からの両方向

での情報交流として、地図上に簡単に発信する

ことができて、環境情報を共有することによっ

て環境政策に関する市民参加が高まっていく

のではないかというようなことを狙いとしま

した 

 今までも環境に関してのパネルを作って、年

に１会とか 2 回発表はしてきていました。 
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 この実験期間中には、イベントではなく経常

的に使われる仕組みとして、目標は議論があっ

て市民や事業者多市民の環境政策に役立てた

いという狙いがありました 

 私たちのゴール、目標は、実験に参加された

方々といろいろな議論がありまして、市民とか、

行政とカ、事業者が環境行政としてどのような

ことを行っていったらよいのか、役立てたいと

考えていました結論としては市の環境政策に

役立てられるところまでは言っていませんが、

いくつかの提言を、3 種類の提言を行うことが

できました。 

実験体制ですが、八千代オイコスは、市民(モ

ニター)と行政のとの 3 者間の真ん中にいてモ

ニターします。市が持っている情報とか、八千

代オイコスが作って持つている情報をインタ

ーネットを介して市民に発信をする。逆に市民

の方から環境に関する情報を発信してもらう。

私たちは市民から出た環境に関する情報を見

て、それを行政の方へ伝えていくという役割を

担うと思っています。市民から発する情報を市

民にニーズ等を整理して行政に渡すという行

いをしてきました。この議論の場を連絡会とい

う形で、行政とオイコスの社員と市民モニター

とで議論をしていく。上のほうにプライベート

とありますのは、これは仕事ではではない自主

的な参加で議論をするという位置付けで進め

られました。 

この連絡会の役割として、今言いました市民

側のニーズを行政側にも伝えていこうと。意見

交換をしようという、あとは実験を行うための

市側との打ち合わせで、例えば市から出してい

ただく環境系の資料でも、先ほどの田中先生の

話にもありましたがここまでは出してみても

らい、これは公開するとまずいというような調

整をする役割です 

この実験に直接にかかわるものだけではな

いのですが、市民と行政とのパートナーシップ

の役割の重要さがますます高まる、その時に市

民側にどのような課題があるのか、行政側にど

のような課題があるのかを、それを乗り越える

ためにはどうしたらよいのかを、学ぼうと大学

の先生に来ていただいてレクチャーを受けた

りしました。ということが 3 番目としてのはな

しでした 

 これが、実際のデータです。オイコス側から

市民側に情報を発信しています。 

 実験期間と参加者の特性です。 

2006 年 3 月から、翌年 2 月まで。参加者はこの
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期間に 60 名。対象者は八千代市の在住者、男

性が 39 名 

女性が 21 名。募集期間は 3 月から 8 月までが

私たちが１本釣りをしました。環境、生活上で

の環境情報を持っておられそうな人。それから

インターネット上で顔を売っているような人

を選びました。まあ顔の見える方々を選びまし

た。 

この方々が 30 名くらい。第 2 期の八千代市

の広報誌とあとはそのHPを使って広報をして、

30 名ほどの人が集まりました。 

この実験期間中に小学校4年生の環境学習の

学校の先生が興味を持っていただきまして、4

年生の担任の先生でしたが、子供たちの環境学

習に実際に皆様とやり取りをしたいと、子供た

ちにも入っていただいたということが、この子

供たちはこの 58 名の中には入っていません 

画面のイメージですが、この左側にあるもの

が実験概要を説明する画面です。 

ここが初期画面で、次いで ID 番号とパスワ

ードを入れていただく画面となります。 

次が参加モニターの方々への画面です。報告

やレポートを出力しています。 

 具体的な画面です。八千代市は結構広くて 20

万分の 1 の地図で全体を示しています 

 そして左に 10,000 分の１の地図で、どこで

こんなことがおきていたよと。ちょっと見づら

いかもしれませんが、これが具体的な付箋紙の

画面です。タイトルがあってコメントがある。

露草の花がユニークですよと写真があって、コ

メントがある。この下には「生き物とリサイク

ル」という欄があるのですが、これを親と子の

関係とみます。 

 どういった親子かといいますと、議論が進ん

でいくのかなと注目していたところです 

 親子関係がどれだけできてきたかをお話し

します。今回ものすごく効果のあったのは写真

です。写真があると 2/3 には子供の作ったコメ

ントが付く、特徴として地図で場所が分かりや

すいということもあるのですが、注意してみる

とこういう風にきれいですと、ものすごくリア

ルに表現されますと、写真があるととても効果

的であることが確認できました。 

 八千代警察側と議論して、生活情報として

「すり」とか「ひったくり」などの犯罪情報を

公開していただく、ということですが、自宅に

て、警察官の生活安全課に話しましたところ特

定化はできないとして、地図上にゾ－ンを作っ

てもらって示しました。ただこの画面は都合で

今日は持って来られませんでした。 

 

ここで堂本知事がお忍びで来訪されました 

こちらがサイトとなっておりまして、実験概要

とかイメージ付きの事件説明など、ここまでは

パスワードなしにだれでも入ってこられます。 

 サイトから実験画面や中身はパスワードで

入っていけます。八千代市からの環境情報とオ

イコスの情報、そして生活安全情報と、交通安

全に関しての情報の提供は、５８人のモニター

の中から活発に意見を出してもらいたいとい

うことで、放っておくとなかなか情報が出ない

ものですから、「今月のお題」という題目で、

今月はこのような内容で情報発信をお願いし

ますと案内をしました。 

  

 それでは、「ぺたぼーど」に絞った話に入り

ますがこのような橋をするからには掲示板の

ようなものがほしいと申し出がありました。さ

っそく掲示板というものを用意しました。 

具体的な位置情報には「ぺたぼーど」の地図
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を、それを踏まえた意見交換には掲示板という

小学生との設定も「ぺたぼーど」からでなく、

新たに掲示板を準備しました。「ぺたぼーど」

と「掲示板」の組み合わせはとてもよく、 

 アクセスは５月半ばから、取り始めましたの

で 1年間全部ではないのですが 5月から 3月ま

でに 2,600 件。その中で自然環境に関するアク

セスが 300 件。あとは掲示板が。やり取りが増

えて掲示板に集中しています。 

 行政やオイコスからの情報発信が 1,000 件。

時系列的な情報です。6 月末には市内の公園に

ついて意見を求めましたところ、まず出てきた

ことは森林インストラクターの資格を有する

方が、大きな公園の樹木が大きくなりすぎてい

るので、これを切るなり間伐する必要があるの

ではないかとの問題提起はありました。それと

ほかの地域にある公園のコンセプトを見直し

たほうが良いのではないかと、いうことがあっ

て、そんなところから意見が盛りあがって，そ

んな公園のことあれこれから八千代市役所へ

の問題提起へとつながっています。それから危

険区域の発信ということがありました。この危

険区域の発信とは市内のある個所で中学生が

不審者に襲われたということがあって、そうい

うことから気をつけようという発信があって、

でｈ学校で危険個所に関しての情報を集めて

いるはずだよとの話があって、提供していこう

よという話なってそれが進んでいったことが

あります。 

 3 つ目は 11 月ですが、緑の基本計画を八千代

市が作っているという話がありまして、オイコ

スのメンバーが 1 人入っていたのですが、自分

が折角のこのシステムがあるから、ということ

で情報を下さいということになりました。そこ

で、特別の地図を作って、緑の基本計画を作成

するにあたって皆様のご意見を集めというこ

とで、11 月の山となりました。そして、12 月

は地元の小学校と意見交換を、季節といき物と

いう題目ですが、年明けの 1 月にごみ行政に関

する意見を求めたときに、発信が増えました。 

 発信ですが単独付箋紙とは、こういう意見も

ありますよという内容で、親子付箋紙とは、単

独付箋紙に子供がついた付箋紙が 20％くらい。

そのあと元になった付箋紙への意見や感想が、

子供の付箋紙と言いますが半数くらいが、いち

ばん長いのが 8 回続いた。全体として延々と続

いた。親の後に子供が連続 8 回続いた。もうひ

とつ特徴的なことは、少し違った観点から子供

が付くという、これも全体的には数が多くて、

一つの観点から敷衍的に情報が流れだしてい

る。ここは面白いよとか危険だよとか、それに

関しての子供の意見が半数ほど 

 緑の行政やごみ問題に関しては、行政からの

フイードバックに時間がかかりすぎて、どうし

てしまったのだろうかという意見があって、そ

のあたりをもう少し明確にしておいて欲しか

った。 

 このあたりが実際に運営する上での課題か

なと・・・。今のお話ですが、行政が情報を発

信し、その評価で地域の住民が見ることのでき
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ることはよい事だとの評価。今自分が住んでい

る場所の近くで危険だというようなことは発

信してほしくないとか、かえって危険を増すか

らというような反応はひとつもありませんで

した。 

 ということで今回、クローズな空間でありま

したが地域の情報を受発信していくには公平

なのかなと、で、行なわれた実験の仕組みです

が、行政へ自分の意見を発信できるということ

からこういう仕組みがあるほうがよいという

意見が 9 割を超している。行政側の過程では、

行政が有する情報を公開していく方法として

と、行政がやるべき課題を発見するという仕組

みとして、また課題に対して幅広く意見を求め

る場として、政策がどうであったかを評価する

場として使えるのではないかとの回答があり

ました。 

 このような取り組みを通じて、元々関心の高

い人たちを集めてはいるのですが、さらにその

ようなことが増したというような、具体的には

家族と話すことが増えたとか、安全環境に対し

てはそのような人たちゃイからの回答が多か

った。まあ、そういったことで今回のような取

組も、地元の環境情報を知ること、さらに環境

をどうしていったらよいのかを考える、見つけ

たよとかの情報は政策を考える、まあそれほど

大きなウエイトは占めないのですけれども、い

くつかの事例を見ていく中で地元の再発見、 

新しいことを発見するとそれが地元への愛着

に代わって、それがこれからどうしていったら

よいのかの考えをまとめていくという方向へ

つながっていくのかなという風に考えます。 

 あといくつかまとめてみたことがあるので

すが、今回のような仕組みをどういう風におこ

なったらよいのか、体系図としてどのような、

事業者と市民が一体となった組織を作ってい

くのか、あるいは単独の NPO が実施していくの

か市民団体が、環境系の NPO が複数集まって作

っていくのがよいのか調整の中で運営委員会

を作ってその中でやっていくのが良いのか、い

くつか考えてみまして八千代市のほうには提

案をしましたがなかなか実現は難しいという

状況であります。それで最後ですけれども 

WEB の中での情報交流をどのようにしていけば

よいのかということが話の中身なのですが、そ

の中の結果をどのように実際のフイールドで

展開しをしていけるのか、あるいは行政の中で

改革に関してどのように取り組んでいけるの

か、この部分に関しては違う役割の方々が必要

なのかなと、速に地域コーデネイターという、

今 NPO を担っていられる方々だと思いますが、
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が必要なのかなと思うのですが、 

情報を発信するということで愛着を増したり

などがあるのですが、中で出てきたヘルメスを

使って別の展開を、計画形成に展開をしていく

というそこに手渡しをする役割の人が重要に

なってくるという風に考えました。 

 かけ足になりましたけれどもご静聴ありが

とうございました。 

 

 

 


